
図版28 遺構外出土土器
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図版29 >A燭内出土石器



図版30 遺構外出土石器



図版31 過術外出土石器
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潰跡の続観

甥筒.... )4.} m 円台地上に位Z置し、 北側は大~ft..択となq て L る.

治跡はお11主自身代前聞旅藁h、ら暗闘にかけ℃のらので、畷穴tL~ .{ir排19lf、 土地時却が横山された.

縄文時代前期.l<離か・ら暁則の過跡は、南販が均的m正 F~G)圃跡、 5使e切切m 巳下拠E 冶跡、西約

7舶m民揖ノ上~ . F遺跡などがある.

遺構と遺物

E号住居跡 (tg3出}

調車I[南西部で験出さAた.

プランは畏柚 5，旬、販軸3闘の小判陪をJi¥L、躍2軍t筒からの探さはE宜ヨで、捜はほぼ粧直に立ち

ょがる"ピゲトは12闘検出され、主柱穴は6個と考えられる.11'は地味炉で、2!oli職出され1:'0火

熱を受けて亦宮~ Lているが比枇的弱、'. 床はほぼ，p.坦で際、、

出土遺物

土器 {節制回目-35)

企てlI!土出七である.れ11い栴土総省ピ直線、門階、鋸揃状ιωIt)付け、学融竹管祉工具内f師比よる

施蹴爪酔文を擁サものでJbる。3Sf本連続爪M文'(，:摘さな... 

石器 <i!'I40儲 1--S ~ 

l は踊墨! 6越、 2 ， 3 はB監獄、 ~ ， 5は刑献である。

2骨住居跡 (;tl4閃}

調査11.(西側で憧出された.

プランは民側13.2問 、銭軸乙 9，自 の柄円躍をJ<lL、 組認蔚かわ円深さは35c舗で~ f;置はほぼ盟組品立

ち上がる.ビァトは3個l制lもされ、』己柱穴U.4-5個と考えられる..tiは石mu二訟1'Il綾部、口組im
からなる。石削土~嵯設部は漂鉢蝉土2量的 Fき幹部省K開設し、周辺は火舟な受け帯当E している.右組

<iIは鹿耐iと側向のおが火簡を'萱けている。慨は平慢で、阜、、

出土壇物

土糖 〈抑制問 1、指31鵠3<)-35)

lは炉既設土鶴、it!!は種土le土である。剖:線医師の掛消哨含有するものである. ，は傑鉢串1-.2'A

町下彰分で、地文はLR単節制縄文 {縦位M転}である.:rIは伽j曹を加師ずる.

右鶴 《第40回引

6叫縦型お匙である.

3号住怠跡 <1Il5回J

絢査l亙間側で倹出ぶれた.

プランはf~5 m 町内肝~思し司 l3~}Jづ'h'こよ 勺て明られ ている。 確認掛からの織さは35cmで、 .... 

は日ぽill胞に立ち.tがる。 ピタトは8嗣検出され、 .1;純穴は4-5個と考え'，}>ゐa 炉u土<'lI珂設

- 711 -
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4図 2号住届跡

部、掘り込み部、一段浅い掘り込みからなる。土器理設tmは深鉢形土器を理設し、周辺は火熱を受

けて赤変している。掘り込みは!民@側面カ込火烈を党けている。一段茂い掘り込みは珪に接ーする。)本

は平坦で、堅い。

出土遺物

土器 (訴さ26図 2~5 、第31図39~45)

2 は炉埋設土器、 3~5 はピット、他は覆土出土である。沈線区画の磨消荷1を有するものである。

2 ・3は深鉢形土語で、地文は 2がRLR複節斜縄文(縦位回転)である。 4 ・5は口縁/f[)が外反

する深鉢形土器で、磨消帯は横位方向へ展開し、 4の磨消帯には地文が残っている部分もある。

石器(第40図 7~1l) 

ア ~11は ìliJ器である。

76 



。L6v 
@ 

。争

@ 
腕
品

。34

B 
勺/ @ムO.90m

J 
入混子粒

入

土

混

焼

人

量

・

混

少

物

物

物

化

化

化

炭

山
町
一
山
灰

土

土

土

土

色

白
]
色
土
色
補

褐
補
色
揚
灰

黒
暗
掲
暗
暗

層
層
層
層
層

1
λ
L
q
J
A
A
に
u

第
第
第
第
第

A' 
-40.9C 

入日
比物

入

化

入

入

混

炭

入

混

混

物

・

混

物

物

化

量

量

化

化

炭

入
多
微
炭
炭
入

入
混
土
土
・
・
混
土

混
物
色
色
土
土
物
色

物
化
褐
褐
色
色
化
褐

化
炭
暗
黒
褐
褐
炭
黒

炭
、
、
、
階
、
、
十

、
土
土
土
、
土
土
土

土
色
也
邑
土
色
土
色
白
〕

色
掲
褐
褐
色
褐
色
褐
褐

黒
黒
岡
市
暗
褐
精
補
精
精

層
層
層
層
層
層
層
層
層

1
i
*
円

/
ω
q
、U4
4
A
F片
d
p
h
U
門

f
t
n
x
u
n
u，υ

舘
畑
一
衛
刑
償
問
川
智
叩
鈷
叩
翁
町
市
悠
畑
翁
町
市
惣

m

5図 3 13号土拡

77-



4号住居跡(第 6図)

調査i友西側で検出された。

プランは長i1I1113.4m、短!IIlb3. 2 111の惰円形を呈し、確認、面カ￥らの深さは35cmで、壁はほぼl!I:[立に立

ち上がる。ピットは 2{闘の cみの検出である。炉は土器埋設部、掘り込み部からなる。土器埋設部は

作り存えが認められる。深鉢形 i二昔日を 3~ft (中、外側が接合)に、若干斜位に開設し、周辺は火熱

を受けて赤変してし、る。掘り込み部は底 a 側面が火熱を受けーている。床はほぼ平坦で、堅い。

出土遺物

土器(第26 ・ 27図 6~8 、第32[><:146~57)

6 (3重の内側)・ 7(3重の中、外側が接合)は炉埋設土器、他は覆土出土である。沈線区画の

麿消帯を有するものである。 6は口縁部が外反する深鉢形土器で、地文はRL単節斜縄文(縦位[f:tJ

転)である。 7は深鉢形土誌で、地文は前々 j段多条と考えられる。 8は口縁部がややタト反する深鉢

形土器で、ある。口縁部内部に 4{屈の突起がみられ、地文はRL単節斜縄文(縦位回転)である。 57

は口縁tl:l~が「く J の字状に内屈する鉢形土器である。

A 

A 

、々
/ 

に 3(ごと二Jヨ~
第 l層黒色土、焼土・炭化物混入

A' 

第 2層 黒褐色土、1l1'i褐自土粒子・炭化物少量混入
第 3層 階褐色土、焼土・炭化物・補色土混入
第4層調色土、時褐色土粒子混入

第 6図 4

78 



5号住居跡(第 7図)

調査区南側で検出された。

プランは長軸3.5m、短軸3.4mの精円形を畳し、確認面からの深さは35cmで、壁はほぼ垂直に立

ち上がる。ピットは 5倒検出されたが、規別的ではなし、。炉は石囲土器埋設部、石組部からなる。

土器埋設部は作り替えが認められ、深鉢形上器の日間部を 3重(異体土器)に増設している。周辺は

火熱を受け赤変している。石組み吉I~は底・側面が火熱を受けhてし、る。床は平坦で、堅い。

出土遺物

土器(第27図 9~1l、第32図58~67)

~ 

A 

区9J~
~ -=s 

一lQ)

¥こ二戸/

@ 

A' 

B' 

主40.90m

~ト十とご己ジ亡命くJ
第 1I科 黒色土、炭化物・小石混入

口 第 2屑黒褐白土、黒色土粒子、炭化物混入
i 第 3層 n奇掲告土、炭化物混入 室;40.90m

第 4J再掲白土、精褐色土粒子・炭化物混入

7図 5号住居跡

79 

Jlit掲色土、炭化物混入
褐色土

。 1 m 



9 (3重の内側)・ 10( 3重の中)・ 11(3重の外側)は炉埋設土器、他は覆土出土である。沈線区

画の磨消帯を有するもの、葉脈状文を施すものである。 9 は深鉢形土器の下半分で、胴t~l)中程に沈

線が確認できる。 地文はL r無節斜縄文(縦{立回転)である。 10は口縁部がゆるく外反する深鉢形

土器で、口唇部に突起がみられる。磨消帯に規則性はみられず、地文はL r無節斜縄文(縦位回転)

である。 11は仁l縁部がほぼ直立する深鉢形土器で、地文はRL原体による羽状縄文である。 62は刻

線による葉脈状の文様を施す。

5号住居跡{第 8図)

調査区西側で検出された。

プランは長軸 3m、短期112.8mの1)高丸方形を呈し、確認面からの深さは10cmで、壁はほぼ垂直に

立ち上がる。ピットの検出はない口炉は地床炉で、ヅく熱を受けて赤変してし、る。床はほぼ平塩で、

堅い。

出土遺物

土器(第33関68~72)

全て覆土からの出土である。 68・69は沈線区厨の磨消帯を有する。

ムl

S OS 
(f])S 0 - (JS 

∞! 

A 

第 8図 6号住居跡

- 80 

ムi

∞l 
g 
o 
σコ

ム-40.90m 字

第l層黒色土、炭化物・小石混入
第2層 黒掲色土、炭化物・小石多量混入
第3層 i清掃色士、炭化物少量混入
第4層褐色士、 i情補色土・炭化物混入
第5層 11合補自土、補色土粒子混入
第6層掲色土、 11[1掲色土粒子微量混入

o 1 m 



土製品(第39凶 1) 

1は再利用土製品 (1可盤状土製品)である。

7号住居跡(第 9図)

調査区西側で検出された。

プランは窪 3mの円形を呈し、確認面からの深さは30cmで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。ピット

は 31間のみの検出で、規則的でなL、。炉はこi二器埋設WI、掘り込み部からなる。土器埋設部は深鉢形

土器(摺り込み部側に異なる土器を 2重に埋設) -8: J:ffi設し、周辺は火熱を受けて赤変している。掘

り込み部は底・側面が火熱を受けてし、る。床は平坦で、堅い。

出土遺物

土器(第27凶 12、第33図73~76)

12は炉埋設土器、 f也は覆土出土である。沈線区画の磨消帯を有するものである。 12は口縁部が外

反する深鉢形土器で、 10J 字状の磨消帯を有する。地文はRL単節斜縄文(横{立回転)である。

1人E
~ ， j区

.r-< 

。 4主刊副事2国4主里E，畷刊量判胡宮軍E 

主 11 謹F霊F
，.....ひJ

革ま憾

勾/
∞1; 

A ムノ40.90m

止トベ込T7}_にと23;iiiiP臨時体
第4層階褐色土、掲色土!炭化物混入
第5層褐色土、時補色土混入

第 9図 7号住居跡
1 m 

。。



(第40図12、第41関24)石器

12は掻器、 24は石血状石器である。

8号住居跡(第10図)

調査区北西部、沢の縁辺部で検出された。

ヒッ

トは 2個のみの検出である。炉は土器J寝設部、;石組部からなる。土総理設部は深鉢形土器の胴部を

2~3 重に埋設し、周辺が火熱を受け赤変している。石組部は底面と側面の石が火熱を受けており

プランは径 3.5111の円形を呈し、確認面カ￥らの深さは30cmで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

側面の石が抜き取られた1=11能性がある。 床はほぼ平坦で、堅し、。

出土遺物

(第28図13~16、第331翠77~84)器土

∞| ゐ|
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σコ
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A'40.90m 

∞| 

て¥ ¥ 1ベと------4 /;5 

第 1層 黒色土、炭化物微量 .1清掃色土粒子涜入
第2層 黒褐色土、炭化物微量・暗褐自土混入
第 3層 階褐色土、炭化物少量・黒褐色土多量混入
第 4層褐色土、炭化物少量混入
第5層掲自土

A 

て

1 m 。
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13は炉埋設土器、 14は床面、他は覆二i二出土である。沈線区j函の磨出荷;を有するものである。 13は

深鉢形土認の服部で、 J也文はRL単節斜縄文(縦位回転)である。 14は胴在日が「く J の字状に内屈

する鉢形土器で、地文はLR単節斜縄文(縦位回転)である。 15は稜線区画の磨消帯を施す。口縁

部には相対して大・小 41田の子しをもった11.:1.手が付く。子しはIJ、が横に、大が横と縦に{乍られている。

rf'j面には赤色顔料が塗られている。 16は口縁部がほぼ直立する深鉢形土器て¥地文はRL単節斜縄

文(縦{立回転)である。

石器(第40[玄113)

13は掻器である。

9号住居跡(第11図)

調査区西側で検出された。

プランは長車Ih3.9m、短事113.7mの楕円形を呈し、確認聞からの深さは40cmて¥壁はほぼ垂直に立

ち上がる。ピットは 7 個検出され、深し、掘り方の 4~5 個が主柱穴と考えられる。炉は土器坦設炉

で、深鉢形土器を斜めに埠設し、周辺は強く火熱を受けて赤変してし、る。 i宋は平坦で、堅い。

出土遺物

土器(第28図 17、第33図85~90)

17は炉理設土器、 88~90は床問、他は覆土出土で、ある。沈線区画の磨消帯を有するものである 0

17は深鉢形土器の嗣部で、地文はRL単節斜縄文(縦{立回転)である。 85には稜線がみられる。 90

は網目状撚糸文を施す。

石器(第40図 14~16)

14は有茎石銀、 15は石錐、 16は掻誌である。

10号住居跡(第12図)

調査i王北側、沢の縁辺部で、検出された。

プランは長iP-ID5m、短i!i由4.6mの惰円形を呈し、確認面からの深さは35cmで、壁はほぼ垂直に立

ち上がる。ピットは10個検出され、主柱穴は 4i聞である。炉は土器埋設部、掘り込み郎、一段浅し、

『 口 I~I I rn ユF1 ..1.f1.いJ~^ I~"rr"/ 1 rtrマーn<掘り込みからは心。ム附ユ:ヨ一三日日IJi ，J._/木紳7fクヱ耐 U_}IJI吋 iêil'Jゼ坦試し、 f白j だ」は火宍~\モピ究げ1 亦及、しt いく与。

掘り込みは底・側面が火熱を受けている。一段浅い掘り込みは壁近くなる。!末は平坦で堅く、r'm分

的に焼けι た痕跡がみられる。

出土遺物

土器(第29以:11 8、第34図91~109)

18は炉埋設土問、他は覆土出土である。沈線i又i剖のl詳消帯を有するものである。 18は深鉢形土器

の日[rîJ 日I~ で、地文はRL 単節斜純文(縦位LCiJ転)である。 96は把手立I~ で、 18 ・ 95には刺突が加的j され

ーァo。

土製品(第39医12、 3) 

83 



2 ・3は再利用土製品(円盤状土製品)である。

若器 ( 第41図17・25・26)

17は磨製石斧、 25・26は呂田1である。
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11号住居跡(第13図)

調査区南側で検出された。

プランは長llirb2. 2 m、短軸 2mの楕

円形を皇し、確認面からの深さは15cm

で、壁はほぼ自在に立ち上がる。ピj ツ

トは 11屈のみの検出である。炉は土訟

埋設炉で、深鉢形土訟を斜めに埋設し

周辺は火熱を受け嗣て赤変している。床

は平坦で、堅い。

出土遺物

二七器 (29図19、第35図110• 111) 

19は炉塊設土保、他は覆土出土であ

る。し、ずれも地文のみの施文である。

19は口縁部が外反する深鉢形土器で、

地文はLR単節斜縄文(縦位回転)で

ある。

12号住居跡(第14図)

調査区北側、沢の縁辺部で検出され7占

A 
主

A 

B 

'2s: 

第 1層
第 2，持

。
第13図 11号住居跡

A' 

B' 

A' 40.90m 

1 m 

プランは径 2.5mのほぼ円形を呈し、確認聞からの深さは25cmで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

ピットの検出はな L、。炉は土器埋設炉で、深鉢形土器を斜めに埋設し、周辺は火熱を受けて赤変し

ている。床は平坦で、堅い。

出土遺物

土器(第29図20 曲目、第35図112~114) 

20は炉埋設土器、 21は床面、他は覆土出土である。沈線i豆匝iの磨詳~帯を有するものである。 20は

深ま本形土器の腕部で、「 OJf715:の麿消常を有する。地文はRL与主主I'J斜縄文(縦ilLL色i転) c ある。

21はにl縁部が内湾する波状口縁をなす鉢形土器である。磨消帯を施した後に刻線を湾出させて施す。

13号住居跡(第15図)

調査区北側、沢の縁辺部で検出された。

プランは径 5.8mのほぼ円形を呈し、確認面からの深さは50cmで、壁はほぼ弔直に立ち上がる。

ピットは 8個検出され、主柱穴は 4個と考えられる。炉は土器埋設郎、掘り込み古[)からなる。土23

埋設部は深鉢形土器を埋設し、周辺は火熱を受けて赤変している。掘り込み在日は底・側面が火熱を

受けてし、る。)末は中央部が若干低くなる。
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出土濯物

土器(第29図22、第35区1 1l5~ 1l 8)

22は炉埋設土器、 f也は覆土出土である。

口縁部に沈線を巡らし、磨消を施すもの

である。 22は口縁部が外反する深鉢形土

器で、 RL単節斜縄文(縦位回転)であ

る。

石器(第41図18・19)

18は縦型石匙、 19は小形磨製石斧であ

る。

14号住居跡(第16図)

調査区北西部、沢の縁辺部で検出され

Tこ口

プランは長軸 3m、短軸 2.6mの楕円

形を呈し、確認面からの深さは40cmで、

壁はほぼ垂直に立ち上がる。ピットの検

出はなL、。炉は土器埋設部、石組部から

なる。土器埋設部は深鉢形土訟の胴部を

2重(同一土器)に埋設し、周辺は火熱

を受けて赤変している。石組部は底聞と

側而の平iが火熱を受けてし、る。床はほぼ

平担で、堅L、。

Aノ

ム I/ 。
I / W 

A A' 40.90m 

¥可、「ぺ/イ/
B B' 40.90m 

4 
5 

、込./'

第1層黒褐色土、精褐色土、炭化物微量混入
第2層 階掲色土、黒褐色土、炭化物微量混入
第3層 H音補色土、炭化物少量混入
第4層 5音掲@土、炭化物混入
第5層 時掲邑土、炭化物・焼土混入

。 1 m 

4図 12号住居跡

出土遺物

土器(第29図23、第351玄1119~122) 

ね(2重の内、タトイHIIがj苦手ヤ) は炉瑚詩十謀、的は手貫一ト十代ートであろ=沈線医両の磨j同勢会ノ有するも

のである。 23は口縁部が直立する深鉢形土-~rfで、地文はLR 単節斜縄文(縦{立回転)である。

15号住居跡(第17図)

調査区北側、沢の縁辺部で検出された。

ブ 1 ランは径 3mの円形を呈し、確認面カミらの深さは15cmで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。ピット

は 3個のみの検出で、規則的でな L、。炉は石田土器埋設炉で、深鉢形土器を埋設し、周辺は火熱を

受けーて赤変している。床は平坦で、堅い。

出土土器

土器(第30図24、第351ま1123~126)

円，，QU
 



24は炉埋設土器、イ自は獲土出土である。 24は深鉢形土器の胴部で、地文はLR単節斜縄文(縦位

回転)である。 123は沈線医師の磨消帯で、勝消帯を幽する沈線の 1本に事iJ突を施す。

石器(第41図20)

20は無茎の石簸である 0

16号住居跡(第四国)

調査区北東部、沢の縁辺部で検出された。

プランは箆 4.2mの円形を呈し、健認出からの傑さは20crnで、壁はほぼ垂直に立ちとがる。ピッ

トは 3 個のみ検出で、規則的でない。炉は土器埋設部、摺り込みfir~、一段浅し、掘り込みからなる。

土器埋設部は深鉢形土器の下半部を増設し、屑辺は火熱により赤変してし、る。掘り込み吉[")は底@側

面が火熱を受けてし、る口一段浅い捕り込みは壁に接する。床は若干凹凸がみられる。

出土遺物

土器(第30区J25、第35 ・ 36区:n27~134)

25は炉理設土号号、 127は床面、他は覆土出土である。沈線区画の磨消帯を有するものである。 25

は深鉢形土器の下半分で、地文は撚糸文である。 127は口縁部内聞に貼り付けによる突起がみられ

る。 128は稜線がみられる。

石器(第41図21・22)

21・22は掻器である 0

17号住居跡(第四図)

調査区東側で検出された。

プランは長軸3.1m、短軸2.7mの楕円形を呈し、確認面からの深さは20crnで、壁はほぼ率直に立

ち上がる。ピットは検出されない。炉は土器埋設炉で、深鉢形土器を若干斜めに埋設し、周辺は火

熱を受けて赤変してし、る。床はほぼ平坦で、中央部が特に堅くなっている。

出土遺物

土器(第30図26・27)

明は!恒埋設土E.27け覆土出土でdるu 26'i:t深鉢形土号1:1の腕部で、地文はRL単節斜縄文(縦位

回転)である。 27は口縁部がやや外反する深鉢形土器である。地文である撚糸文を施し、後に、釘

状に沈線区間の磨消帯を施す。磨消帯には部分的に地文が残る。

18号住居跡(第20図)

調査区北西部、沢の縁辺部で検出された。

プランは怪 2.3mの円形を呈し、確認聞からの深さは25crnで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。ピッ

ト、炉は検出されないが、中央部に焼けーた跡が認められた。床は若干凹凸がみられた。

出土遺物

土器(第36図135・136)
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し、ずれも覆土出土である。沈線区画の磨詳i帯を有ーするもので、 136には刺突がみられる。

f第41図23・27)石器

A' 。

23は ì~ 1j器、 27は石俸の頭部である。
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(第21図)19号住居跡

調査区北東部、沢の縁辺部で検出された。

フ1 ランは長軸 2.4m、短車r112m の楕円形を呈し、確認聞からの深さは25cm で、壁はほぼfTí~直に立

~l::-_器士号!設部は深

鉢形土器を埋設し、周辺は火熱を受けて赤変している。:fî組 rfl~ は石を底面のみに組むもので、底

円
L

n
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ピットは 1個のみの検出である。炉はごと時期目立点目、f-i組部からなる。ちj二がる。



耐の6と側磁の自置が、火熱官受けている。

出土漬物

士舘 {国130幽28、第36幽

137-139) 

28'~伊珂殺土様、他は桜

土問土である，28は線鉢形 ι 
土世帯の胸部で、地文はLR

単節制縄文(縦他聞転〉で

ある。137"138>1刺突が加

節される.
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 ゆ号住居跡第21図

表

需号
焼鈍 (cm)

右手耐j彩 輔副鼎 出 三ュ 週 骨 断面 図
員軸鑑軸 深さ

1 B田 118 20 楠円陪 ② ~，描醐140- 143、 縄文前期末{ノヒ水6式〉

2 抑 臨 筑》 間円府 。〉 塙3o鋼144、 縄文 中期(犬木 10式)

$ B由 110 93 楕円形 @ 揖持醐145・146、 制文

4 145 1帥 円醇 @ 統括曲147、縄~(tl期末 《大本10式}

s 112 制 笈》 民ブ1陪 @ Q)"'¥..ーノ
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17 1国 73 2'l 梢円鵬 ② 
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第l層黒褐色土
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第4層褐色土
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第3層階褐邑士、黒褐邑土粒子混入
第4層 階掲也土、黒褐色土粒子少量混入
第5謄黄掲色土

人混物

入

化

入

混

炭

混

物

・

物

化

量

化

炭

入

多

炭

入

入
混
土
・
混
土

混
物
色
土
物
色

物
化
褐
色
化
掲

化
炭
精
褐
炭
黒

炭
、
、
崎
、
十

、
土
土
、
土
土

土
色
色
土
土
色
色

色
褐
褐
色
色
褐
補

黒
黒
黒
褐
補
暗
暗

第l層
第2層
第3層
第5層
第7層
第8層
第9層

民

一ζコ1日

¥ -cμj 
第l層 黒褐色土、褐色土・炭化物混入
第2層 n音褐色土、褐色土・炭化物混入
第3層褐色土、時褐色土混入

島総

第l層 i清掃色土、炭化物混入
第2層 黄褐色土、ローム粒子多最混入

第l層黒色土
L 第2層 n音褐色土、炭化物混入

14号土:t!ム第 3層褐色土

-41.lOm 

t広土第24図
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可鳴子

-41.10m 

史ミ;三ア
第 l層階褐也土、炭化物混入

-41.00m 

第 2層 黄褐色土、ローム粒子混入

第 1層 暗褐色土、ローム粒子混入
第 2層暗褐色土、炭化物多量混入
第 3層補色土、ローム粒子混入
第 4層黄掲邑土

-~~号土拡
-41.00m 、y雲iZE需2主 f 多量

第25図土拡

出土土器

遺構内、遺構外の土器にっし、て、群、類に分けて述べてみたい。

1 群土器(第31図34、第36図140~143)

。 1m 

五郎、粘土紐を直線、鋸歯;伏に貼り付け、平行する経線に半数竹管状工具内面による連続爪形文を

施すものである。

2 群土器(第31凶29~泊、第37図154~161) 

五回し、粘土紐を直線、円形、鋸歯状に貼り付け¥

である。

A-1類 (160) 口縁部が直立する深鉢形土器である。

よる連続爪形文を施すもの

A-2 類 (156~158) 口 くJの字状に内屈する深鉢形土器で、ある。

A 3 類 (29~31) 口縁部が大きく外皮する深鉢形土器である。

3群土器(第31図35、第37図162)

帝国L、粘土紐を直線、鋸歯状に貼り付け、連続爪形文を施さないものである o

A-3類 (162)
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口縁白1)がゆるくタト反する深鉢二j二器で、突起が付く 0

4 群土器(第26~30図 1 ~20 ・ 22~26 ・ 28、第31~36図36~61 ・ 63~139 ・ 144~153 、 第37・38

凶163~194)

地文を施した後に沈線区画の磨浩子ij，を有するものである。磨消帯は γJ 状、 γUJ字:[犬、 rS J 

字;!犬、 r0 J 宇状、波状などがみられる。稜線を施すもの、がj突を加飾するものなどもある。地文

は単節、複節、無節斜縄文、 jø~糸文などで、口頭部に沈線を巡らし無文帯を作るもの、地文のみの

ものも含めた。

1類 (16・43・68・69)

口縁jefi)が直立する深鉢形土認である。 68・69は磨出帯の 11I高が狭い。

A 3類 (4~ 6 ・8~12 ・ 19. 22 • 23 • 36 ~ 40 ・ 43~45 ・ 49~56 ・ 59 • 60 ・ 63~65 . 67 . 

70 ・ 75~79 ・ 83 ・ 84 ・ 86 ・ 88 ・ 89 ・ 91 ・ 96~98 ・ 100~108 ・ 110 ・ 115~119 ・ 124 ・ 126 ・ 127 ・ 132 ・

135~137 ・ 139 ・ 145 ・ 147 ・ 151 ・ 152 ・ 163~165 ・ 175~180 ・ 183~194)

口縁部が外反する深鉢形j二器で、ある。大きく外反するもの、ゆるく外反するもの、@[立に近いも

のがある。平縁日縁が多く突起をもつものもある。

B-2額(14・57)

日縁部が内湾する鉢形土器である。 14は制部が、 57は頭部が「く」の宇;伏に折れる o

B類(15)

把手に孔をもつものである。

5群土器(第29図21、第32図62)

刻線を葉脈状に施すものである。

B-2類 (21)

口縁aljがi勾湾する鉢形土器で、ある。 4単位の波状口縁をなし、磨消帯を施した後に刻線を湾曲さ

せて施す。

5群土器(第30図27)

A 3類

Ll縁t'fljがやや外反する深鉢形土問である。地文である燃糸文を施した後に、鈎;1犬に沈線l又画の磨

消帯を施す。

7群土器(第38図195)

口唇立I)vこ小突起をもち、突起頂部下に車IJ突を施しし、その下に連鎖、状文を施すものである 0

8群土器(第諸国196)

ff紋郎に平行沈線を施すもので、ある 0

9群土器(第38図197)

B 3類
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/i  

c一一づ 2 ζ二二コ

1 6号住居跡
2・3 10号住居跡、
4 遺構外

小突起をもっ鉢形土器で、ある。 仁字文を施 L、小突起には刺突を施す。

10群土器(第諸国198• 199) 

D類

し、ずれも壷形をなすもので、平行沈線と連続京IJ突文を施す。

土製品(第39図)

4 

1~3 はj室構内、 4 はj玄構タトIl-:\二との再利用上製!日 f円盤;I}~ 1二製r'lil) である o ~二探片を利用したも

のである。

遺構外出土器器

石鍛「第42図28~30) 有+・ 1r任主のものがある o f~質頁計製て、ある。

石匙(第421ヌ131~39) 縦型をなすものであるが、36~39は三カ月状を呈する。間質頁芋-J製で‘ある。

ヘラ状石器 f第42L耳140~43) 40~42は i市j lTrj加工、 43は H 而加工である。却を|除いては斧と L て

の機能も考えられる。{出資百〔官製である。

掻器 (i5!~42æI44 • 45) J¥-f(rj加工である。硬質頁官製である。

削器 f第42区146.47) 片的i加 i二で、ある。般質頁山製である。

石錘(治4::s L~i48 . 4':1) wijj/ihjをナjち欠くもので、あゐ。

くぼみ石守日31ヌ150~53) くぼλ 白Ijが複数あるもの、J¥-fl'ii. f¥lI]而のものがある。

磨若・蔽石(第43[叉154~57) "1'::1了rjが謄;!lるもの、 iwmrI られるものもある。

石国(第431玄158) 舵損してし、る。

磨製石斧{第44凶59~62) 59は小形謄製石斧である。岐J員して L、るものも λ られる。凝灰官製

である。
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第43図遺構外出土 石器
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第44図遺構外出土石器

まとめ

調査の結果、竪穴住居跡19軒、土拡18基が検出された。これらは縄文時代前期末葉、中期末葉の

時期のもので、 をなす。 遺物は縄文時代前期末~晩期のものが出土して L、る。

遺構について

f主)丹跡は19軒検出され、内訳は縄文時代前期末葉(大木 6式期)のものが 1軒(1号)、その他

は中期末葉(大木10式期)のものである。土拡は出土遺物から時期の判明するものは前期末葉 1基

( 1号)、中間末葉 3某(2、 4、 7号)である n 中如来葉の住居跡18軒について記述する。

平歯形と規模

平田形は楕円形を呈するものが 9軒、ついで円形 8軒、隅丸方形 1軒であり、ほとんどが円形を

基本とする。

規模は径 2m~ 5mで、最ノトが11号住居跡の長車rh2 m (楕円形)、最大が13号住居跡の径5.8m(円

形)である。 3~3.5m の規模の小形、中形のものが多い。

士戸

炉の形態は、地!末炉(6号)、土器士宅設炉(9 、 11 、 12、 17号)、行間 ~L~.%Fi坤!投炉(15号) とL、

わゆる複式炉からなり、複式炉は、 聞こL器用設自Ij
~:;;士L1l.言受汗Ij

-118-
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'J 十掘り込hri'!jで構成され、それぞ



れの紅jみ介わせにより 4タイフに分類さhる。

二1::-.出土明日&?ilj十掘り込みfiTi崎、 7、13号)

土器士院支部+掘り込み部+掘り込み部川、 10、16号)

二L指埋設部十石組在日(8、14、19号)

石凶 Lit2J:J;Fp'設i{!jート石和部(2、 5号j

9 、 11 、 12、 17号住Wf跡の I~.Ttiι町立炉の埋設 i二器は全て斜{立に、 15号イ?i:}i:Fr跡の石間土器埋設炉の

土器は正{立に埋設されている。

複式炉の理設土器は 2~ 31主に tff~えるものもあり、同一土器、異なる土器を{史ー用するものがある。

複式炉の高?)はほとんとカ困問、 官恨仰側側1リ羽附Ij財H而雨に火熱を受けけ、 干石7市主布組問1;i奇剖't司枇f引|

しい、るもので、 TiをJ友L、たものも認められる。一段浅い掘り込み部は 3、10、16号住居跡に見られ、

住民壁にJ妾するもので火熱は受けていなL、。1J-=jーの位置は住民の中市rl出il上にあり、住居壁に寄って構

築されるもので方向は市 5軒、市17耳3軒、南東 3軒、東 4車k 北岡 1軒で-j-.器用ュ設炉は東方向が多

く、複式炉は南方向が多L、。

柱穴

れ配置がはっきりしなし、住民跡が多く、主柱穴を確認できたのは 2、 3、 9、10、13号住居跡で、

4~5 本と考えられ、住居中mrl湖玉上にほぼ対称(1守に配置される。向台地上に所在するこの時期の小

形住居跡の柱穴は明確でない場介が多く、住民規模と関連するものと考える。

本遺跡、の住居は北側の沢に沿って構築され、切り合L、関係はなL、。!士l土造物、炉の形態、上里設土

y，i'F等から縄文時代中期末の大木10式Jmの限定された時期の集落であり、本遺跡の南東約300mに位置

する「下堤 E遺跡J 、rH約300mに位捜する「下堤G遺跡」は同時期を主体とする遺跡で、 L、ずれも

沢縁辺部に常まれた集法である。開発計IB]j地域内の全遺跡の調先は終 fしてし、なし、が、集落の規模

を思Jjにして点在する 11ヶpJfの遺跡が純文時代中期末に属 L、この加の集落のヂE()方を解明する資料

が性しつつあると言える。

遺物について

出 1-. した造物は、 +~i~、十ー製，'，，'， (円盤状 1..製，'，，1，)、石器(干i飯、行錐、子i匙、ヘラ ;1た石if号、掻器、

出IJ器、磨製石斧、干i錘、くぼみ行、磨石、厳石、石田)等である。以下は土器について述べてみた

L、。

1 ~ 31咋はii!日文H年代前WJ末葉の 1-.慌である o *rn ¥，、名'i-i-.加を[1'(線@円形・銅街;1犬に員I片り付け、 l群

は平行する隆線に連続爪形文を、 2:fllは全ての[径線に連続爪形文を施し、 31ilの降線には連続爪形

文を加出fiしな L、ものである。出形は深鉢形で、 fl縁 fffjvi. UII立 (ll:() 、i勾i巧(3l;() 、外反(4点)

するものて、ある。 大木 6ょに1-.出に比定される。

4 窃 5昨は*IU文11、千代仁i寸J!:)j末葉の:+.出である。 4fr下は本遺跡で主体をなす1-.訟で、縄文施文後に沈

線|ベliJ'Iの麿il'i;市を施すものである。
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府iflj1irは比較的ノくラエティーに富み、 rNl{立方向へ展開するものが多い。出形は深鉢形が最も多く、

針;形も数};I，I，J;メ、られる o (~~鉢形 I~慌の [1 紘却は外反ーするものがほとんとである。 大木10式 I--~ ?t:'iに比"ζ

JL、比較的古い|昨日1Jの以ノ l:A1 fl-'(:が主体でJろる。 5{洋は葉jJ)長状丈を施すものである。 大木10式

1:(.:れこ比定され、比較的新しし、11、Ij:JlJjで、以ノ…i二A 立群 L らオ1る。

6 合 71:下;土問文I!年代段W]初頭の i::rJで、ある。 2点のみの!日-i:で、!詐泊予法、連鎖;伏文を施すもの

である。

8 ~ 1ütf下は純文時代 1~(;JtJj の 1-. 加である。 8 群の 196は平行主主線を施す鉢形二1--_ 75'?fで、大 j同 C z式、 9 {洋の

197は r字文を随す鉢形 L-_出て、JdliJjA式、 1m洋の198・199は数本の平行沈線がみられ工字文を施すと

考えられ j寸同A式…i二背任に比定されるものであろう。

三1:1 秋i丹市教育委員会 I秋田i臨空港新一都市開発関係県蔵文化財発掘調査報告書 収ノ 上E遺跡J

1984 

J計計川i主口:2 秋H山!市教育委員会 Iわ叶叩IJ小判jトN、イJ小判1)1阿)1刊川l吋q

三計計1=.3 三正計託J七1:2 と向 じ
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図版 1



1号住居跡(南→)
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図版2



3号住居跡

4号住居跡

図版 3



5号住居跡
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9号住居跡(東一+)

10号住居跡
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11号住居跡

図版7



(南→)
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15号住居跡(南→)

16号住居跡(南→)

図版 9
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